
 

 

 

 

 

 

 

 

マグホワイトによる大豆のカドミウム吸収抑制効果 

農村工学研究所 技術移転センター 教授室 

ＶＩＭＳを利用して避難経路を分析 

農地基盤情報、地域資源情報を整理し、インターネットで共有できるクライアント＆サーバ型ＧＩ
Ｓ「ＶＩＭＳ」を開発しました。自治防災計画や地域資源保全管理計画など、住民参加による計画
案の策定と理解促進に活用できます。 

だれでもが簡単に技術を習得して、すぐに使えるインターフェースが求められている。 

複数のメンバーで情報共有がリアルタイムでできる安価な運用システムが求められている。 

住民参加の地域づくり等、現場で子供からお年寄りまで使えるシステムが必要となっている。 

研究のポイント 

クライアント＆サーバ型ＧＩＳであり、複数のユーザーがデータ共有をリアルタイムで行えるよ 

  うにした。 

フルタイム３次元表示が可能で、わかりやすいプレゼンテーションを可能とした。 

地図情報のセットも、データテーブル設計も、ユーザーの目的に合わせて自由に作れる。 

図面、画像等のドキュメントファイルと多数のデータテーブルを地物属性として管理できる。 

研究の背景 

システム概要 

防災運用例 

この例は、家屋や道路の分布状況等を
データベース化し、主要道路までの距離から、
避難しにくい場所を確認している。さらに、避
難所からの距離を評価指標として加え、最
適な避難経路を住民と共にワークショップを
通して割り出し、自治防災計画の策定に利
用している。 

ＶＩＭＳは、専門家が分析のために使うＧＩＳ
ではなく、住民と情報共有し、地図を確認し
ながら話し合うための支援システムである。 

避難しにくい場所 

道路の配置 

家屋の配置 

逃げやすさの評価が高い 


